
今日から始めるオープンアクセス

2019年
附属図書館

知りたいことだけサクッと学術情報セミナー

OPEN           ACCESS
あなたの論文をオープンアクセスに。

図書館でお手伝いします！
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オープンアクセスとは？



「［ピアレビューされた研究文献］への「オープンアクセス」とは、それら
の文献が、公衆に開かれたインターネット上において無料で利用可能であり、
閲覧、ダウンロード、コピー、配布、印刷、検索、論文フルテキストへのリ
ンク、インデクシングのためのクローリング、ソフトウェアへデータとして
取り込み、その他合法的目的のための利用が、インターネット自体へのアク
セスと不可分の障壁以外の、財政的、法的また技術的障壁なしに、誰にでも
許可されることを意味する。複製と配布に対する唯一の制約、すなわち著作
権が持つ唯一の役割は、著者に対して、その著作の同一性保持に対するコン
トロールと、寄与の事実への承認と引用とが正当になされる権利とを与える
ことであるべきである。」

OPEN         ACCESS

オープンアクセス（OA）とは
Budapest Open Access Initiative※による定義

※Budapest Open Access Initiative
2001年12月にブダペストで開催された Open Society Instituteが主催する会議をもとに出さ
れた声明。2002年2月14日に公開された。
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オープンアクセスの２つの道

研究者自らが自著論文をリポジトリなど
に登録（セルフアーカイブ）し、無料で
公開する方法。

オープンアクセス誌への論文掲載
著者が投稿料（APC： Article Processing Charge ）を支
払うことにより、学術雑誌を無料で読めるようにす
る方法。

フルＯＡジャーナル
全収録論文が無料でアクセスできる。

ハイブリッドジャーナル
購読誌だが著者がAPCを支払った論文だけOA化さ
れる。購読料とAPCの二重払いが懸念される。

※ブロンズオープンアクセス

出版社のWebサイトなどで無料で閲覧可能
だがオープンライセンスが明確でない。

ゴールドオープンアクセス グリーンオープンアクセス
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本日はこちらを中心
にご説明します。
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何故オープンアクセスなのか？



① 学術雑誌に掲載された論文は、学術雑誌を購入している人
しか読めない。
学会・研究会での資料、研究データ等の研究成果について

も入手手段を持っていなければ読むことができない。
→途上国など研究費が少ない地域では入手が困難

② 研究のスピードを上げる、研究成果のインパクトを高める。

③ 公的資金によって行われた研究成果は納税者に還元すべき。

OPEN         ACCESS

３つの理由
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Paywall

研究促進

説明責任・社会還元

引用数の増加



学術論文の可読性を高める
－PayWall（有料アクセスの壁）を低くする－

尾城孝一,市古みどり. オープンアクセスの現在地とその先にあるもの. 大学図書館研究. 2018 , 109号, p.2014-4 図1

「論文のオープンアクセス化とは、簡潔に言うと、誰でもWebを通じて無料
で自由に論文へアクセスできるようにすることです。」（日本学術振興会Webサイト）
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Unpaywall

ChromeとFirefoxにインストールして拡張機能として、オープンアクセスの
論文がないか検索してくれる。

鍵マーク

グレー： オープンアクセス論文なし
グリーン： 機関リポジトリ、プレプリントで利用可
ゴールド： オープンアクセス誌で利用可
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オープンアクセスで引用数は増える？

Figure 5: Average relative citations of different access types of a random sample of WoS articles and reviews 
with a DOI published between 2009 and 2015.
Piwowar, Heather et al. The state of OA: a large‐scale analysis of the Prevalence and impact of open access 
articles.

ハイブリッド誌で31％、グリーンOAで33％増加
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助成機関のオープンアクセス方針

1．研究成果論文のオープンアクセス化
・機関リポジトリ等を活用し公開する方法を推奨
・OA誌への論文発表は選択可能（APCは直接経費で支出可）
・再利用等が可能な場合はその旨を明示（望ましい）
2．研究データの取扱い
・データマネジメントプラン（DMP）に基づき、適切に保存・管理
・エビデンスデータは公開を推奨（それ以外は公開を期待）
・特別な配慮を要するものは公開の対象外
・公共データベース、学協会で整備するリポジトリ、分野で標準となるデータベース、大学等の機関リポジトリ
・第三者による研究データ利用ルールを明示（望ましい）
（オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱いに関するJSTの基本方針から要約）

（推進方策）
① 従来の購読料型学術雑誌に掲載された論文を、一定期間（エンバーゴ）後（例えば6ヶ月後）、著者が所属する研究機関

が開設する機関リポジトリ又は研究者が開設するWeb等に最終原稿を公開（セルフアーカイブ）することにより、当該
論文をオープンアクセスとする方法

② 研究コミュニティや公的機関が開設するWebに論文を掲載することにより、当該論文をオープンアクセスとする方法
③ 論文の著者がオープンアクセス掲載料（APC: Article Processing Charge）を負担することにより、直ちに当該論文をオープ

ンアクセスとする方法
（独立行政法人日本学術振興会の事業における論文のオープンアクセス化に関する実施方針から抜粋）

日本学術振興会
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・研究開発成果のオープンアクセスの確保（公募要領に記載）
必要な知的財産等の確保をした上で、可能な限り研究成果のオープンアクセスを確保するよう努める。
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オープンアクセスの状況



論文はどれくらいオープンアクセスになっているのか？

Piwowar, Heather et al. The state of OA: a large‐scale analysis of the Prevalence and impact of open access 
articles.

Figure 2 Number of articles (A) and proportion of articles (B) with OA copies, estimated based on a
random sample of 100,000 articles with Crossref DOIs.
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Figure 3 Number (A) and proportion (B) of articles with OA copies, by publisher, for the 20 most prolific
publishers. Based on sample of 27,894 Crossref DOI-assigned articles published between 2009
2015.

出版社ごとのオープンアクセス状況
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Piwowar, Heather et al. The state of OA: a large‐scale analysis of the Prevalence and impact of open access 
articles.



OA2020（Max Planck Digital Library）

https://oa2020.org/wp-content/uploads/OA2020_Conceptual_Framework.pdf, slide21

Max Planck Digital Libraryによるflippingモデル。現在出版されている論文数で
APCによる出版コストに換算すると、購読モデルより安く出版できることに
なる。
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cOAltion Sは、欧州委員会と欧州研究評議会（ERC）の支援を受ける
研究資金団体のグループからなるイニシアチブ。

2021年以降、助成機関等によって提供される公的または私的な助成
金による研究結果に関する学術出版物は、オープンアクセスジャーナル、
オープンアクセスプラットフォームで公表されるか 即時にリポジトリで
公開する。

欧州のオープンアクセス化に向けた動き
Plan-S（cOAltion S）
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グリーンOA：セルフアーカイブ



グリーンOA：セルフアーカイブの基礎知識

●Stevan Harnadの転覆提案（Subversive Proposal）1994
「商業出版社が支配する学術出版の体制を「転覆」させ、研究者がセル
フアーカイブの手法を用いて論文を公開するのがあるべき姿」

何故セルフアーカイブ？
歴史的意義

●主題別リポジトリと機関リポジトリ
ArXiv、Social Science Research Network（SSRN）など研究分野（主題）ご
とのプレプリントリポジトリと大学等学術機関が自らの研究成果を収
集・保存・公開する機関リポジトリとがある。

リポジトリにはどんな種
類があるのか？

●出版社・学会のオープンアクセスポリシー
公開は可能か？

→可能な場合、いつから可能か？embargo（公開禁止期間）の有無
公開可能なファイルは？

→著者版（査読前）・著者最終稿（査読後）・出版社版（校正済）

公開には許諾が必要？
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arXiv.org：プレプリントサーバ

物理学、数学、コン
ピュータ科学、定量生物
学、数量ファイナンス、
統計学、電気工学、シス
テム科学、経済学分野の
プレプリント
150万を超えるプレプリン
トを公開
1991年にLANL preprint 
archiveとして開始

arXiv.org（https://arxiv.org/）
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SSRN：プレプリントサーバ

• SSRN（Social Science Research Network）

30分野、87万以上の
リサーチペーパー
Elsevier傘下
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https://www.ssrn.com/index.cfm/en/
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figshare：リポジトリ

https://figshare.com/

固有の識別子（DOI）の付与が可能



新潟大学学術リポジトリ
Niigata University Academic Repository
http://www.lib.niigata-u.ac.jp/repository/index.html
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CiNii Articlesからも検索可能！



新潟大学学術リポジトリ
Niigata University Academic Repository
http://www.lib.niigata-u.ac.jp/repository/index.html

●登録できる研究成果
以下の学術研究成果を登録の対象としています。
•学術雑誌掲載論文
•紀要掲載論文
•プレプリント
•科学研究費補助金成果報告書
•研究報告，技術報告，調査報告
•学会発表スライド
•学生向け電子教材
•博士論文
•その他，学術的に意義のあるもの

●メール通知サービス
新潟大学学術リポジトリに研究成果を登録された方に，各研究成果へのアクセス数と
ダウンロード数を月に1度メールでお知らせします。

●お問合せ
学術情報部学術情報管理課情報基盤係
Email : nuir@lib.niigata-u.ac.jp
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著者最終版のご提供をお願いします。



出版社・学会のオープンアクセスポリシー

日本物理学会
ポリシー 査読後論文のみ可（出版版は不可）
公開場所 著作者個人のWebサイト

機関リポジトリ
非営利電子論文アーカイブ

公開条件 権利表示を行うこと
出典表示を行うこと
出版社版へのリンクを表示すること
猶予期間を遵守すること (1ヶ月)
事前に照会を行うこと

宛先：pubstaff＠jps.or.jp
必要事項：URLの連絡

コピー権表示を含み一切変更しない
こと

部分引用の場合は、完全な引用情
報を附すこと

論文のサーバ搭載にあたっては、共
著者の承諾を得ること
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http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/



Elsevier Article Sharing Policy

25“Your Guide to Publishing Open Access with Elsevier”, 
https://www.elsevier.com/_data/assets/pdf_file/0020/181433/openaccessbooklet_May.pdf
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オープンアクセスの新しい形



オープンアクセスの新しい形
F1000Research

• F1000(Faculty of 1000)が提供するLife Scientistsのためのオープンリサー
チ出版プラットフォーム（https://f1000research.com/）

• 編集バイアスなしの即時出版を実現

Publish all your findings including null 
results, data notes and more.
Engage with your reviewers openly and 
transparently.
Accelerate the impact of your research.
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APC：論文はワードカウントで、ポ
スター、スライドは無料

WORD COUNT PRICE
up to 1000 words (short 
article) US $150

1000-2500 words (medium 
article) US $500

over 2500 words (long 
article) US $1000



https://f1000research.com/about
28



29

オープンで透明
性の高い査読



研究業績を整理するためにも
セルフアーカイブしておくのはいかがで
しょうか。

ご清聴ありがとうございました。


